
平成 3年12月 1日 (日 )

fr4 * e'!

発 行  立 命 館 大 学

校 友 会 神 奈 ′li県 支 部

〒 221横 浜 市 神 奈 jll区

鶴 屋 町  2-21-9
トー ア 蜘 内  広 理 担 当

(発行  200 部 )

8(045)312-1321

199:Ⅲ (早 蔵
'910カ

17● (■■8,     に     ■E    好     ら蝸      

―

                | ・

パは平井3年目の栄冠

i   セ・リーダ打撃成績   :

プ ロ野球 のセ リーグで16

日、フ レッシュな首位打者
が誕生 した。ヤクル トの宙
田は広島戦 の 1回、左前打
を放 って、落合 (中 日)と の

激烈な争 いに決書 を つけ、
初 タイ トルを手中に した。

神
自
の
ヤ
ク
ル
ト
フ
ァ
ン

が
、
息
を
の
ん
で
見
守

っ
た
古

国
の
第

一
打
席
。
そ
の
緊
濾
感

は
ヽ
わ
ず
か
２
球
後
に
大
歓
声

に
変
わ
っ
た
。
広
島

・
足
立
の

１
４
２
計
の
自
球
を
と
ら
え
た

打
総
は
、

「
絶
対
打
た
な
あ
か

ん
」
と
い
う
●
爺
力
に
は
し
か

れ
た
よ
う
に
、
三
運
間
を
真

っ

二
つ
に
割
っ
た
。

前
日
、
中
日

・
落
合
が
猛
打

を
ふ
る
い
、

「
簡
単
に
取
れ
る

も
ん
じ
ゃ
な
い
よ
」
と
言
わ
ん

ば
か
り
に
ト
ッ
プ
を
な

っ
た
。

土
嗅
壌
に
立

，
た
古
ｍ
は
、
プ

レ
ツ
シ
ャ
ー
で

「
今
朝
ま
で
は

，■
な
か
っ
た
」
と
い
う
。
そ
れ

だ
け
に
、
い
わ
は

「
落
合
が
与

え
た
試
擁
」
を
は
ね
返
し
て
、

「
は
じ
ら
れ
な
い
」
と
餃
を
ク

シ
ャ
ク
シ
ャ
に
さ
せ
た
。

捕
手
で
は
、
師
と
口
ぐ
野
村

監
優
薔
ヽ

昭
和
四
十
年
に
出
海

で
獲
得
し
て
以
来
。
そ
の
年
に

一年
誅
れ
た
二
十
六
歳
の
岩
武
者

が
、
セ

・
り
―ヽ
夕
で
は
初
の
快

挙
を
マ
ー
ク
し
た
の
だ
か
ら
書

一９
偲
掻
別
。
野
球
で
は
無
名
の

兵
庫

・
川
西
明
藤
高
か
ヽ，
Ｖ
ｅ

館
天
を
経
て
、
ト
ラ
タ
自
動
車

か
ら
昨
年
ド
ラ
フ
ト
ニ
位
で
入

団
。
今
拳

の
星
″
Ｐ
Ｒ

ベ
ン

チ
で
野
村
藍
姜
の
藩
に
座
り
、

苦
言
を
浴
び
な
が
ら，Ｄ
Ｉ
ド
の

鐘
薇
だ

，
た
．

し
か
し
、
こ
の
苦
労
を
打
撃

面
で
蟹
ま
撃
責
逸
協
あ

競
み

に
応
用
し
た
の
が

，
古
田
の
オ

館
だ
っ
た
ｏ
し
か
も
、
藩
合
に

ユ
菱
言

〓

、
３
響

客

塵
８
二栄
空
量
子
の
頭
上
籟
高
打

率
を
マ
ー
タ
ヽ

「
来
拳
一は
リ
ー

ド
で
頼
む
ぞ
」
と
い
う
韓
村
艦

薔
だ
が
、
古
籠
の
洒
躍
は
こ
れ

か
ら
の
“型
蕗
豪
譲
翼
に
変
え

〓
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平成 3年12月 1日 (日 )  り つ め い か な が わ     第 18 号

☆ 支 部 総 会 の ご 案 内

平成 4年 3月 15日 (日 )に行なわれ る総会は10周年総会にな ります。支部では
記念総会 として多 くの催 しを計画 してい ます。今か ら予定に入れてお いていただ
き、 3月 15日 は立命神奈川県支部デ ーにしようではあ りませんか。

○ 日 時  3月 15日 (日 )

・ ]'1: イIE,       1
・ 総  ζ姜

・ 記念 フオ ー ラム

・ 懇親会
(大学 よ り講師を招 く)

〇 来 贅

奇栗天ξ馨曇理事
○ 会 費

¥′ θ,θ θθ
(年会費 3,000円 を合む)

2:00～
3:30～
5:00～

16:30～
(ア トラクシ ョンあり)

○ 場 所
横浜駅西日 高島屋 6Fミ ーティ ングサロン はらの間 他

※ 同じく 6階サロンにて茶席と絵画展 もあります。
・ 茶  iFi;

11:00-15:00    席 料・・・ 志

・ 絵 画展
立命館 大学茶適 部 関 東 OB会 協賛

勝 田寛一支部長 展 入場 。・・ 無料

★ 温 泉 と グ ル メ の 会 開 か れ る

6月 1日 (土)～ 2日 (日 )、 校友会本部か ら 2名の女子職員を摺 き、箱根 。宮の下
温泉「 奈良屋」 にて温泉とグ ルメの会が開かれたe夫婦同伴の参 加も 2組あ り、カ
ラオケ大会 、手 品など楽 しい催 しが続 き、会 は大 いに盛 りあが った。 (16名参加 )

☆ 第 16回 ゴ ル フ の 会 開 か れ る

準雄星観鶴螺昇穆轟冥
CC」

f震讐電薔留雪聾籠  『ξF苦璽‰3名″
☆ 人 間 国 宝 隅 谷 正 峯 展 開 か れ る

日本刀の作家 、隅谷正峯 (昭16年理工卒 )展が三島市
の佐野 美術館 にて開かれた。 11月 7日 (日〕支部長は じ
め 4名の会員が見学c昭 41年正宗賞受賞作 品他、草創

墾勇撃]宿盲栞91]"イ 森ヽぼ攀:泄懸越λ卜しき
りであった。

☆ 11月 3日 、平成 3年の秋の叙勲 が発表 され る。

谷閥 -5 元立合田大学豊

木村 ●480 立由田大名誉檄綬

_1991年 Cr3年 )3月 1● 8整■Q'       匡     E    ●■     ■■       
―

国
際
平
和
ミ
ュ

ト
ジ
ア
ム
設
立

来
年
４
月
に
立
命
館
大

立
命
館
大
は
十
五
日
、
京
都

市
北
区
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
建
設

し
て
い
る
衣
笠
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ

ス
内
に

「
国
際
平
和
ミ

ュ
ー
ジ

ア
ム
」
を
鶴
亜
テ
る
、
と
発
表

た

。
南
京
事
件
参
な
共
士
の
従
軍

日
誌
や
レ
イ
テ
島
で
玉
砕
し
た

京
都
第
十
六
師
団
の
将
兵
の
遺

品
、
戦
時
中
の
写
真
、
ビ
ラ
な

ど
約

一
千
三
百
五
十
点
の
資
料

を
常
設
展
示
し
、
来
年
四
月
の

オ
ー
プ
ン
を
目
指
す
。

立
命
館
大
は

「
平
和
と
民
主

主
機
」
の
理
念
を
未
来
に
伝
え

よヽ
う
と
、
約
二
十
の
団
体
や
個

人
に
呼
び
か
け
、
長
時
の
原
爆

壁
卜
で
牛
３
っ
た
柱
野
萩
Ｉ
」

痕
の
つ
い
た
軍
服
、
銃
痕
が
残

る
晨
か
ぶ
と
な
ど
四
千
五
百
点

を
収
製
。
マヽ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
地

下

一
贈
の
議
八
百
六
十
平
方
居

に
展
示
す
る
こ
と
に
し
た
。

V
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11月 17日 (日)関 西アメフ トリーグ

京
大
、
立
命
下
し

関
学
と
両
校
優
勝

弱
霞
學
生
ア
メ
フ
ト
最
終
日

ア
メ
リ
カ
ン
フ
ツ
ト
ボ
ー
ル
の
関

西
学
生
リ
ー
グ
最
癖
日
ほ
十
七
日
一

一内
詈
歪
肇
詢
Ｔ
壬
嘔
獲
登
爾
ｒ
●
ム
Ｅ
杏
ヨ
質
行
¨

い
、
５
腸
１
敗
口
士
の
対
決
で
東
大

が
立
命
を
２‐
‐
１７
ζ
●
し
、
一国
員
蓋

雷

彗

衡

言

り
霊
饉
書
を

決
め
た
。
京
表
は
三
年
連
震
七
度
目

の
リ
ー
グ
磁
黎
一
３
位
立
金
ヽ
４
位

向
大
、
５
位
神
大
、
３
饉
本
体
大
と

鰈
き
マ
位
に
近
大
と
関
大
が
摯
ん

芍
墨
否
翅
顧
雷
彗
握
叢
】

に
対
し
、
Ｑ
Ｂ
金
闘
の
パ
ス
と
Ｒ
Ｂ

辻
の
フ
ン
奄
二
ふ
萱
合
に
童
め
、

ス ポ ー ツ の

ア メ フ ト、悲 願 の 優 勝 な らず ゝ

竿
場
寿
―
タ
ー
ま
で
に
準
Ａ
こ

リ
ー
ド
。
第
４
ク
オ
ー
タ
ー
の
立
命

の
な
政
を
２
Ｔ
Ｄ
に
抑
え
逃
げ
切
っ

た
．

サ
ツ

カ
!

大

量

全  く準 し戦 行 ど西十大
国立も決 たFわ でが一学 第

°あヽし 利` Kがな京は本

袋

（
―

疇

ｐ
レ
ヽ
キ
ー

，
）

▽
澤
々
決
謗

鎮

合
早

鋲

ヨ
　
　
ツ

　

トヽ

▼
全
日
本
学
生
選
手
権
最
終
日

（二^
一』略
・渋
輸
）

．

◇
全
日
本
学
生
▽
４

，
０
畿

〔
登
命
大
１
９
ｏ
・
７

炒

聰

Ｑ

辱

合

肖

大

へ

平成 3年12月 1日 (日 )

す場
るな全
°る国
も大
中会
大 へ

とこ連
大続

敗 出

全
日
本
攣
董
ホ
ツ
ケ
ー

一量
ま
菫
末
ム
幡
』
Υ
菫
　
命

ホ
ツ
ケ
ー
の
全
日
本

学
生
選
手
種
第
四
日
は

十

一
月
四
日
、
奈
良
県

天
理
市
の
経
塁
ホ
ツ
ケ

押
場
鷲
騨
は
駆
い
管
”

帷
鯉
朧
勲
ぽ
朦
け
れ
て

全
日
本
大
学
女
子
駅
伝

バ
ス
ケ
全
日
本
学
生

護
鍔
醐
鋪
再

鑑
西
挙
姜
野
球

翁
舅
懃
踵

新
人
三
森
躍
と
長
谷
鍔

位行十待 間場大伝
にわチ十 を`阪は全
終れ iチI発・ 十 日

るたム |キ着長一本
°°がムロと居 用大
立参を にす陸工 学
命船合海る上十女
は しむ外 6競四子

九て三招区技 日駅

プ
ロ
野
球
セ
、
パ
蔵
リ
ー
ク
の

今
年
の
最
盤
霧
経
〓
・
（Ｍ
Ｖ
Ｐ
ヽ

新
人
Ｔ
ヽ
ベ
ス
ト
ナ
イ
ン
を
決

め
る
記
者
投
票
の
田
義
が
三
十

日
行
わ
れ
、
パ
は
長
谷
聾
氣
利

〈オ
リ
ッ
ク
ス
）
の
新
人
歴
子

聾

亀

．

（
平
３
年
卒
）
・

長
谷
妬
滋
利
毅
手
「
一
生
に

一度
の
こ
と
だ
け
に
、
ど
一″
な

諮
よ
り
も
う
れ

，ｖ
い
。
い
き
な

り
■
罐
響
資
磐
護
ご
う
無
理

か
と
懇
っ
一」が
、
人
婚
九
日
の

画
武
戦
の
究
封
勝
ち
が
一番
う

れ
し
い
勝
壷
豪
ｏ
一蓉
謙
墜場
率

一
化
を
目
指
す
」

⌒

今年 のスポ ー ッの活躍 は導さま tiヽ き来年の

全国大会出場 、そ して優勝を祈 りたぃ。

フ レー ,フ L/― ,グ l・ ―ター、立命 !
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学

園

祭

シ

ー

ズ

ン

で

活

気

づ

く

立

命

館

大

学

‐

，

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

― ― ―

＝

順
次
入
鎮
を
行
っ
た
ほ
か
、
仙

ゝ
ヽ
大
河
れ
夫
・
教
学
部
義
（
済

率
ぼ
か
ら
近
畿
口
出
身
者
が
六
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
四
十
七
都

彙

螢

奮

援

嘉

蒙

鋸

襲

弓

籍

資

″

ｏ
影

響

稼

。
曇

警

圏

日

目

圏

圏

懸

圏

圏
　

　

遭
晨

な

巌

警

霞

ツ
量

‥

Ｃ
一
印
會
軍
。
　
を
強
め
た
〕
ゝ
」に
あ
る
。
　
　
　
　
「
均

一
の
ペ
ー
パ

よ
ア
ス
ト

今
春
の
私
大
入
議
で
、
各
大

　

大
手
予
備
校
の
間
に
は

「
将

か
ら
個
性
の
評
価

へ
転
換

ｋヽ

学
や
予
機
教
関
係
者
を
露
か
せ

来
の
受
験
人
目
減
を
見
込
ん
だ

学
生
の
構
成
を
多
響
″
ギ
好
澪
一

た
現
象
が
起
き
た
。
立
命
館
大

生
き
残
り
戦
略
の

一
環
」
と
い

れ
ば
、
生
き
生
さ

レ
こ
宇
理
は

（京
聾
ｅ

の孟
願
煮
螢
撥
■
２
ヌ
γ
更
を
呈
芸
き
、
文

作
れ
な
い
。
一甦
難
季
の
彗
宛

十
万
百
六
十
一
一一人
と
大
台
を
越

系
の
Ａ
方
式

（三
教
科
）
、
Ｂ

化
を
、
と
い
う
の
が
基
本
の
発

え
た
の
“鶴
　
　
　
　
　
　
　

‐
方
式

＾
箇
文
」績
じ

、
Ｃ
方
式

想
で
す
」

，

患
用
者
十
万
人
大
学
は
こ
れ
　
（数
学
壼
爆
）
、
Ｅ
方
式
に
加

　

雷
学
生
や
籍
磁
子
女
の
受
け

ま
で
は
東
京
の
早
大
、
明
大
、
　
」条
理
工
学
部
で
の
Ｍ
方
式
（
数

入
れ
も
一
つ
の
方
法
だ
が
、
少

舞

鸞

魏

彎

暑

象

等

馨

呻

腱

規
種
天
学
の

ィ記
録
蓬
晟
ｒ
。
　
　
　
国
鳳
簗
Ш
澤
姿
鰹
官
鑑
農
翻
鮨
麟
躍
颯
劉
闘
銀
懃
饉
躍
贖
鐵
鮮
畿
曹
撼
ａ
廼
配
鑽
目
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一区
型
藝
響
ヘ

さ
琶
島
は
「受
憂
蒙
娑
器
　
　
圏
圏
野
圏
圏
機
轟
鷹
翻
議
鑽
遷
睡
圏
騒
璽
緩
発
麟
醒
饉
囲
璽
圏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
す
ｏ
レ
ン

鮮
騨
箋
輻
螺
　
　
　
得
意
科
置
で
選
べ
る
税
験

欝
蟹
　
獨
夢
飾
灘
高
騨
職
轟
凝
鑢

費
の
コ
メ
ン
ト
ま
で
出
し
■
“

志
願
者
増
の
要
因
の

一
つ

学
壼
視
）
、
Ｔ
方
式

（来
年
凛

数
で
は
理
没
し
て
し
ま
つ
■
活

ニュ
か
り
、
近
畿
集
中
の
傾
向
は

的
な
基
礎
横
冒
の
制
度
を
取
り

郵
集
中
だ
。

は
、

一
九
八
九
年
度
入
試
か
ら

か
ら
。
自
然
科
学
の
基
饉
的
な

性
化
に
は
あ
る
程
度
の
響
が
必

騨
ま
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
入
れ
る
な
ど
、
カ
リ
キ
〓
フ
ム
　

）
）
秘
ま
で
も
菫
継
受
六
な
ど

文
蒸
の
各
早
部
で
実
饉
さ
れ
た

総
合
解
析
力
重
視
）
導
入
と
い

要
」
と
い
う
こ
と
で
、
各
方
式

　

こ
う
し
た
入
試
改
革
は
、
受

の
工
実
を
続
け
て
き
た
ｏ
　
　
　
の

二
壼
〓
呼
Λ
雲
ヤ
票
京
電
機

名
難
■
芳
式
が
受
験
生
に
好
慧

う
改
革
の
方
向
は
、
何
と
い
つ

お
よ
峯
箇
一の

〓
）
進
驚
豊
‘
割

験
生
の
目
を
ひ
き
や
す
い
。
入

　

ま
た
九
〇
唖
軍
Ｆ
ｅ
ヽ

睫

大
の
イ
メ
ー
ジ
き
馨
な
ど
、
蓼

的
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
今
春
か

て
も

「
受
け
や
す
い
」
‘ヽ
Ｌ
つ

り
績
っ
一ヽ

　
　
　
　
　
　
　
　
学
後
の
教
育
は
未
知
の
ま
ま
で

大
学
の
教
員
、
研
究
者
の
棄
覆

儀
轟
諄
の
多
菫
電
、
多
蟹
雀
の

ら
そ
の
う
ち
の
Ｅ
方
式

（
リ
ス

点
で
、
受
験
生
に
好
都
合
で
あ

　

そ
れ
と
並
行
し
て
、
地
機
、
　
も
、

「
入
り
口
を
変
え
る
と
ヽ
　
や
麟
究
成
興
茅
二
僣
に
ま
ｙ
ふ
一
誠
笈
鶏
編
響
〓
『
て
い

，
マ
さ
い
ず

ニ
ン
グ
を
練
す
英
磨
麟
視
入
　
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
　
一
出
身
窓
塵
の
多
織
化
も
図
り
た

大
学
全
体
に
活
性
化
の
イ
メ
ー

た

「
学
衡
年
鐘
」
を
発
行
し
て

れ
０
ム
響
鬱
り
”
ッ
キ
筆
ラ
ム

賦
）
が
全
学
部
に
拡
大
し
た
と

　

い
き
お
い
併
魔
曖
向
も
強
ま

い
。
そ
こ
で
地
方
試
験
場
の
露

ジ
を
与
え
る
」
と
握
摘
す
る
予

い
る
。
入
り
自
だ
け
の
改
革
で

の
設
車
や
驚
察
．
人
事
の
０
●

せヽ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
ヽ

一
人
工
念
富
撃
尋
け
た

大
ざ
審
響
辰
絆

，
い
う
。
　
　
策
繋
り
壁
覆
ｖ
い
る
。
　

　

　

ば
な
い
こ
と
Ω
薦
甲
と
い
う
わ

諄
価
と
い
っ
た
側
舗
を
倉
め

も
う

一
つ
は
ヽ
疎
蓑
ヽ
名
古

奢
も
い
ス
ア
漱
ち
残
ヽ

「
単
に
　
　
「
本
学
Ｅ
菫
西
に
あ
る
が
、　
　
し
か
し
立
會
軍
参
Ｆ
ヽ

租

け
ヽ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
、
成
襲
二
懸
う
べ
●
済
め
凛

菫

轟

墓

甲

曜

筆

醒

録

難

理

堰

轟

誕

が

機

一一
襲

謄

鶉

躍

鐵

購

蝿

麟

嚇

ぼ

鶴



「東
京
に
は
行
き
や
す
い

が
、
県
内
閣
の
移
動
に
時
間

が
か
か
っ
て
し
ま
う
。
横
浜

を
中
心
と
し
た
交
違
体
薬
が

で
き
て
い
な
い
と
い
う
印
象

が
あ
り
ま
す
ね
」

赴
任
以
来
、
あ
い
さ
つ
が

て
ら
県
内
を
歩
い
た
感
想
を

率
直
に
述
べ
る
。学
生
時
代
、

テ
ニ
ス
で
鍛
え
た
が
っ
し
り

し
た
体
格
か
ら
意
志
の
強
さ

が
伝
わ
っ
て
く
る
。
歴
史
の

あ
る
港
町
、
横
浜
と
神
戸
の

発
展
ぶ
り
を
、
中
小
企
業
の

「地
湯
経
済
の
活
力
面
で

や
や
神
戸
に
水
を
あ
け
ら
れ

て
い
る
の
で
は
…
。
し
か
し

県
内
は
大

小
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に

加
え
、
中

堅
、
中
小
企
業
の
投
資
、
開

発
意
欲
も
強
い
。
中
小
企
業

の

″心
の
メ
ー
ン
バ
ン
ク
″

と
な
る
よ
う

一
層
芽
力
し
た

い
」
　
　

　
　

．

そ
の
た
め
に
、ほ
れ
こ
み
、

ほ
れ
ら
れ
る
職
録
づ
く
り
を

心
掛
け
る
、
と
い
う
の
が
持

論
。

「そ
こ
か
ら
工
夫
も
ア
イ

デ
ア
も
生
ま
れ

る
。
中
小
企
業

の
抱
え
る
課
題

解
決
の
お
手
伝

い
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
地
域

の
産
業
振
興
に

少
し
で
も
お
役

に
立
て
れ
ば
」

と
抱
負
を
歴

る
。
全
国
五
万

社
に
上
る
中
小

企
業
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
も
強
み

だ
。ス

ポ
ー
ツ
は
腰
を
懇
く
し

て
ド
ク
タ
ー
ス
ト
ッ
プ
で
書

違
で
は

「和
」
と
い
う
字
を

書
く
。
横
浜
市
神
奈
川
区
菱

寺
尾
に
単
身
赴
任
の
身
だ
。

（石
川
　
美
邦
館
者
）

支
薔
と
い

う
側
面
か

ら
比
較
す

る
。

中4…

―

綱Lにな
つ た

岩 坪  安 浩さん

平成 3年 12月 1日 (日 )
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弁 護 士   中村 融 (33年法卒 )

弁 護 土  三輌守正

“

年法卒〉

校友 の皆 さまのご健康 とこ活躍

をお祈 りします

驀 簸 寿 弥 ("年経卒:

自賃3 摯
= 

“
`68) 71‐

-3148

車のことは何 でも相談 して下さい

新車  中古車  カー リース

鶴  見 一 男 (撻年経卒 }

神奈 川 日産 自動車中
特阪 リース部

層P (045)261‐ -4623
横浜市中区長者町 1-3-3

時 代 の ニ ー ズ に 応 え る
外壁材

″TORAL tた デンピア施行
新 築 ・ 改 築

有限会社 日スレ・シ デ ングエ事
会 長  驚こ哲也 (31年土六卒ぶ

〒245横浜 市戸塚区深谷 町241-53

板
″
一

鉄　フス社

板　夕．摯

敷仮】【摯
舜製「（攀

滉
鋤
ロ
イ
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平成 3年12月 1日 (日 )

乃坂 潔さん
KIYOSHI NOSAKA
立命饉大学を事業後、パイロットを志願し、東

|

至国内航空、現日本エアンステム 〈」AS)に 入社.

昭和34年から,ッ クビット 躾 縦室)に襲る。フ

ライト墨31年目を迎えた7駆潔キャプテン、機長
として操織掃を振ら―方、題航木捕・乗員基準部々

長という重貴も担当する。フライト・キャリアの

中には、操縦技術をかわれて、三本、躍中、中曽

根、現i毎椰総理らの特別機の機長として日本の空

を飛んでいる。無事故・安全逐航の記録を更に■:

:rし機けるために、若さパイ,ッ トの育成、地上

勤務者の教育、マネージメントまで乃坂キャプテ
ンに爆せられたテーマは多|ヽ .

新 幹 事 の 紹 介

紀代 子さん
(昭0年日本史卒 )

業
主 婦

負
昨年 (平成 2年 12月 )の忘年会

に何 とな く参如 してみ ました。ア ッ
トホームな雰 囲気 にす っか り魅 せら
れ ましたg会の様子も良 くわか らな
いまま幹事 にな り (さ せ られ )ま した
が 、何卒よろしくお願 い申 し上げ ま
す。・・・ 支部 と しては永井 さんに
中心にな って女子部を つくって欲 し
いと思 ってい ます。
・ 住 所            |

7237 慮露塚ヨ1目 FFttξ FttЛ選月

'1-9-19` TEL (0468)65-0474    1

支 部 校 友  ネト 慶 南 女 史
(昭46年東洋史卒 I

クミヨ (夢よ}:出版 す。

在 日韓国人二世のライター朴さん
がでラジオたんば 臓籠載ラジオ 5,5
・ 5Jのキ ョンナムさんと語るで '88
年から 1年半、日本の著者に韓国の
歴史や韓国人の物の見方などを語り
掛けてきた。スタジオと若者の熱を
書びた交流の記録が未来社より出版
された。 3月 17日 (日 )支部総会のサ
イン会にて50冊のクミヨ完売 .

朴慶南 女史 語る 。・・立命館校
友会の団結とアッ トホームな雰 囲気
には驚きました。何かお役に立てれ
ばと思 っています。

永井

職

し

編     集     後

C本 年の学生スポーツの活躍はめざましい。
アメ リカンフ ッ トボ ール 関 西学生 リーグ、悲願 の優勝を逃 す。
サ ,カー 全 蜃本大学サ ッカー初 出場なるも惜 しくも 2回戦段退 .

'コ ッ ト  全 日本学生、 2年連続優勝。
.駅 任  全 日本大学女子駅伝 出場。 9位  駆

来年の更な る活壁に率待 したい。

綾左の皆機 の投扇をお待 ちしています。

接友 ′ご家凄の留様 .今年 は幸多い年であ ったと思 います。来年 も幸多 き年で

あることをお祈 りしています。これか ら寒 さ厳 しい 日々を迎 えます。健康 には

くれぐξヽも気を つけてお過 ごし下さい。     (長 谷 川 )

０

０


